
家の中、周りの安全性の向上家の中、周りの安全性の向上

家の中の安全性の向上を図る

災害用伝言ダイヤルのかけかた災害用伝言ダイヤルのかけかた

我が家の防災メモ我が家の防災メモ

持ち出し品のチェック

家族の連絡先

災害用伝言ダイヤルのかけかた

※毎月 1日に体験利用できます。※毎月 1日に体験利用できます。

大半の人が、恐怖を
覚え、物につかまり
たいと感じる。

大半の人が、物につ
かまらないと歩くこ
とが難しいなど、行
動に支障を感じる。

立っていることが困
難になる。

立っていることができ
ず、はわないと動くこ
とができない。
揺れにほんろうされ、
動くこともできず、飛
ばされることもある。

電灯などのつり下げ物
は激しく揺れ､棚にある
食器類、書棚の本が落
ちることがある。座りの
悪い置物の大半が倒れ
る。
固定していない家具が
移動することがあり、不
安定なものは倒れるこ
とがある。

棚にある食器類や書棚
の本で、落ちるものが
多くなる。テレビが台
から落ちることがある。
固定していない家具が
倒れることがある。

固定していない家具の
大半が移動し、倒れる
ものもある｡ドアが開か
なくなることがある｡

固定していない家具の
ほとんどが移動し、倒
れるものが多くなる。

固定していない家具の
ほとんどが移動したり
倒れたりし、飛ぶこと
もある｡

まれに窓ガラスが割
れて落ちることがあ
る。電柱が揺れるのが
わかる。道路に被害が
生じることがある｡

窓ガラスが割れて落
ちることがある。補強
されていないブロッ
ク塀が崩れることが
ある。
据付けが不十分な自
動販売機が倒れるこ
とがある。自動車の運
転が困難となり、停止
する車もある。

壁のタイルや窓ガラ
スが破損、落下するこ
とがある。

壁のタイルや窓ガラ
スが破損、落下する建
物が多くなる。補強さ
れていないブロック
塀のほとんどが崩れ
る。

壁のタイルや窓ガラ
スが破損､落下する建
物がさらに多くなる。
補強されているブッ
ク塀も破損するもの
がある。

木造建物（住宅） 鉄筋コンクリート造建物

耐震性が高い 耐震性が低い 耐震性が高い 耐震性が低い

壁などに軽微なひび
割れ・亀裂がみられる
ことがある。

壁などにひび割れ・亀
裂がみられることが
ある。

壁などのひび割れ・亀
裂が多くなる。壁など
に大きなひび割れ・亀
裂が入ることがある。
瓦が落下したり、建物
が傾いたりすること
がある。倒れるものも
ある。

壁などに大きなひび
割れ・亀裂が入るもの
が多くなる。
傾くものや、倒れるも
のが多くなる。

傾くものや、倒れるも
のがさらに多くなる。

壁などに軽微なひび
割れ・亀裂がみられる
ことがある。

壁などにひび割れ・亀
裂がみられることが
ある。

壁などのひび割れ・亀
裂が多くなる。
まれに傾くことがあ
る。

－

－

壁、梁（はり）、柱など
の部材に、ひび割れ・
亀裂が入ることがあ
る。

壁、梁（はり）、柱など
の部材に、ひび割れ・
亀裂が入ることがあ
る。

壁、梁（はり）、柱など
の部材に、ひび割れ・
亀裂が多くなる。

壁、梁（はり）、柱など
の部材に、ひび割れ・
亀裂が多くなる。

壁、梁（はり）、柱など
の部材に、斜めや X状
のひび割れ・亀裂がみ
られることがある。
１階あるいは中間階
の柱が崩れ、倒れるも
のがある。

壁、梁（はり）、柱など
の部材に、ひび割れ・
亀裂がさらに多くな
る。1階あるいは中間
階が変形し、まれに傾
くものがある。

壁、梁（はり）、柱など
の部材に、斜めや X状
のひび割れ・亀裂が多
くなる。
１階あるいは中間階
の柱が崩れ、倒れるも
のが多くなる。

－ －

人の体感・行動

長井盆地西縁断層帯
朝日町～米沢市

約５１ｋm
M7.7 程度 0.02% 以下 約 2400 年前 　5000 ～

    6300 年程度

断層帯名

地震の起こる確率と被害想定地震の起こる確率と被害想定

地震の起こる確率

地震の揺れと被害状況

　国の機関のひとつである「地震調査研究推進本部」では、長井盆地西縁断層帯の長期評価を行っ

ています。この断層帯を震源とするマグニチュード７．７程度の大きな地震が今後３０年以内

に発生する確率は高くありませんが、地震が起これば甚大な被害が生じる恐れがあるため、油

断することなく、十分な地震対策が必要です。

（平成17年2月発表）

  地震が発生した場合には、まず各地の震度が気象庁から速報されます。これらの震度情報は、

各地に設置されている震度計による計測結果をもとに発表されています。気象庁では過去の地震

被害から各震度と周囲の被害状況との関係を次のように想定しています。

耐震診断・改修の重要性耐震診断・改修の重要性

住宅の耐震性について
　一般に、地震が発生した場合の建築物の全壊率は古い建築物ほど高くなりま
す。特に木造住宅では、その傾向が大きく、古い耐震基準の時期（昭和 56 年以
前）に建てられた建物や、壁が少ない家などは耐震性が低い可能性があります。
心当たりのある方は専門家による耐震診断を受けてください。地震の対策の基
本として、住宅・建築物の耐震性の向上は欠かせません。米沢市では、「木造住
宅耐震診断士派遣事業」等の補助事業を行っていますので、ぜひご活用ください。

○米沢市木造住宅耐震診断士派遣事業
昭和５６年以前に建てられた木造住宅を対象に耐震診断士の派遣費用の一部を補助。

○米沢市がけ地近接等危険住宅移転事業
がけ地等の崩落により生命に危険を及ぼす恐れのある住宅の移転費用の一部を補助。

地震発生時の行動のポイント地震発生時の行動のポイント

隣近所の安全確認、 火災の拡大を防ぐ

●安否確認

協力して助け合いの行動を

●手助けの必要な方の援助
避難の際に、身体が不自由な方等への援助をお願いします。

●避難生活はみんなで協力して助け合う

無理をして、二次災害を起こしてはいけない。

●生活必需品は備蓄でまかなう

●壊れた家には入らない

想定した地震想定した地震

山形県の活断層

長井盆地西縁断層帯

長
井
盆
地
西
縁
断
層
帯

　長井盆地西縁断層帯は、 山形県南

部の長井盆地の北方から長井盆地西

縁、 米沢盆地西縁部にかけて分布し

ている一連の断層の集まりです。 長さ

は約５１ kmで南北方向に伸びており、

断層の西側が相対的に隆起する逆断

層と推定されています。

　最近では約２４００年前に断層活動が

あったと考えられており、 活断層調査

による断層の変位量から推定して、 活

動間隔は５０００～６３００年程度である

と推定できます。 活動があった場合に

は、 断層の規模から考えると、 マグ

ニチュード７ .７程度の地震が発生する

可能性があり、 山形県の地震被害想

定では、 地震が発生した際に、 米沢

市内で震度５強～７程度の揺れが発生

し、 多数の建物が倒壊する危険性が

あると想定されています。                                          

身近にできる地震防災／地震が起こる前の備え身近にできる地震防災／地震が起こる前の備え

●米沢市地震ハザードマップに加えて、家屋の危険箇所を確認して、放置
　できない箇所については補強修理しておく

－

　山形県では、 県内に甚大な被害を及ぼす可能性がある地震として、 「山形盆地断層
帯」、 「庄内平野東縁断層帯」、 「長井盆地西縁断層帯」 の３断層帯を震源とする地震
被害想定調査を実施しています。 このうち、 米沢市に最も被害を与える地震は、 「長
井盆地西縁断層帯」 を震源とするものであり、 地震が発生した場合には、最大で約
２万２千棟もの建物が倒壊する可能性があると推定されています。


